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九
月
二
十
八
日
（
日
）

参
加
者
　
一
八
三
名

七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
加
茂
下
稔
先
生
と
門
下

生
に
よ
る
演
奏
会
が
、
七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
会
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
加
茂
下
先
生
が
中
高
校
時
代

に
作
曲
し
た
小
曲
集
も
披
露
さ
れ
、
先
生
の

ピ
ア
ノ
演
奏
に
奥
様
が
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド
歌
唱

し
ま
し
た
。

　
先
生
の
迫
力
あ
る
演
奏
で
、
参
加
者
か
ら

「
素
晴
ら
し
か
っ
た
・
素
敵
・
感
激
・
も
う

少
し
拡
大
し
て
聞
き
た
い
」
な
ど
沢
山
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※詳細は地区社協事務所まで◇　お　知　ら　せ　◇

　
七
里
地
区
の
皆
様
に
、
地
区
社
協
の
活
動
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
よ
り
良
い
情
報
を
よ
り
見
や
す
く
お
届

け
し
よ
う
と
、
広
報
紙
『
い
な
ほ
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
様
々
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
・

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
地
区
社
協
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
人
見

七
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

事
務
所

七
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

事
務
所

開 

設 

日 

時
月
曜
日
〜
金
曜
日

平
日
十
三
時
〜
十
八
時
ま
で

（
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
除
く
）

見
沼
区
大
谷
二
〇
二
二 

ー
一

敬
寿
園
七
里
ホ
ー
ム
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ・
Ｆ
Ａ
Ｘ

住
　
　
　
所

六
八
七
―
九
九
九
七
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日

　時
　
十
二
月
七
日（
日
）

十
三
時
〜
十
五
時
三
十
分

場

　所
　
七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

内

　容
　
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
と
解
説

「
年
末
の
一
時
を
過
ご
す

名
曲
の
数
々
と
と
も
に
」

出
演
者
　
東
京
マ
ン
ド
リ
ン
宮
田
楽
団

※
参
加
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日

　時
　
十
二
月
二
十
六
日（
金
）

一
部
　
九
時
三
十
〜

十
一
時
三
十
分

二
部
　
十
三
時
〜
十
五
時

場

　所
　
七
里
公
民
館 

レ
ク
ホ
ー
ル

内

　容
　
冬
休
み
の
課
題

『
書
き
初
め
』作
品
制
作

小
三
〜
中
三
ま
で

持
ち
物
　
書
き
初
め
用
道
具
一
式

　
　
　
　
新
聞
紙
、用
紙
、上
履
き

子
ど
も
書
き
初
め
会

日

　時
　
十
一
月
九
日（
日
）

十
時
〜
十
二
時

場

　所
　
七
里
小
学
校
　
体
育
館

内

　容
　
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操

講

　師
　
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者

多
胡
　
肇
　
氏

福
祉
教
養
講
座「
健
康
体
操
」

　
七
里
地
区
社
協
で
は
、自
治
会
が

主
体
と
な
り
、情
報
交
換
や
見
守
り

の
一
助
と
な
る
活
動
に
対
し
て
、経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
住
民
が
気
軽
に
集
ま
り
、

交
流
を
深
め
る
場
を
立
ち
上
げ
て
く

だ
さ
い
。詳
し
く
は
、地
区
社
協
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
治
会
サ
ロ
ン
事
業
へ
の
助
成

　
一
時
的
に
車
椅
子
が
必
要
と
さ
れ

る
方
に
介
護
用
・
自
走
用
車
椅
子
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
に
な
り
た
い
方
は
、地
区

社
協
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

車
椅
子
貸
し
出
し

　
賛
助
会
費
は
、地
域
福
祉
活
動
を

進
め
て
い
く
上
で
最
も
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
人
で
も
多
く

の
方
に
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、地
区

社
協
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

　
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
昭
和
二
十
三
年
に
始
ま
り
、今
年

で
七
十
七
回
目
の
運
動
と
な
り
ま
す
。

『
つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ

く
り
』を
テ
ー
マ
に
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
や
災
害
等
で
浮
か
び
上
が
っ
た
社

会
課
題
の
解
決
を
目
的
と
す
る
事

業
に
積
極
的
に
支
援
さ
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 赤

い
羽
根・歳
末
助
け
合
い

共
同
募
金
協
力
の
お
願
い

令
和
七
年
度

さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

一
口
　
一
万
円

㈱
タ
ム
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
　
十
口

埼
玉
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
　
一
口

㈱
七
里
ハ
ウ
ジ
ン
グ
　
　
　
　
一
口

㈱
マ
ツ
ザ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
一
口

東
宮
下
団
地
自
治
会
有
志
　
六
口

特
別
賛
助
会
員

　
　
　
　
　
　
一
口
　
五
千
円

七
里
地
区
民
生
委
員
協
議
会
　
三
口

敬
寿
園
七
里
ホ
ー
ム
　
　
　
　
二
口

団
体
賛
助
会
員

　
　
　
　
　
　
一
口
　
千
円

鬼
塚
　
綾
子
　
　
　
　
　
　
　
三
口

中
道
　
由
美
子
　
　
　
　
　
　
二
口

個
人
賛
助
会
員

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
ト
ー
ク
・
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
＆
フ
ル
ー
ト
の
音
色

第
三
十
一
回

　七
里
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　「
加
茂
下
稔
と
仲
間
た
ち
」

 

編
集
後
記
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生
な
ど
の
懐
か
し
い
日
本
の
歌
曲
で
構
成
さ

れ
、
後
半
は
有
名
な
オ
ペ
ラ
「
ド
ン
・
ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ニ
」、「
蝶
々
夫
人
」、「
椿
姫
」
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
加
茂
下
先
生
が
、
各

曲
の
背
景
・
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
紹
介

し
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
く
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
共
演
し
た
の
は
フ
ル
ー
ト
の
松
澤
さ
ん
と

ピ
ア
ノ
の
白
土
さ
ん
。
松
澤
さ
ん
は
透
明
感

の
あ
る
音
色
で
歌
の
合
間
を
彩
り
、
白
土
さ

ん
は
確
か
な
タ
ッ
チ
で
全
体
を
支
え
ま
し
た
。

器
楽
と
声
楽
が
交
錯
す
る
こ
と
で
、
演
奏
会

に
多
彩
な
表
情
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
聴
衆
も
交
え
た
全
員
で
「
ま
っ

か
な
秋
」「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て
、
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
会
を
満
喫
し
ま

し
た
。
地
域
の
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
、
観
客
は
音
楽
を
身
近
に

感
じ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

広
報
部

　長
崎

　正
明

南
雲

　博
晶

 

第
一
部

　
〜
滝
　
廉
太
郎
〜
　
組
曲
「
四
季
」

　
　
　
花
〜
納
涼
〜
月
〜
雪

　
〜
合
唱
曲
〜
　
　
い
の
ち
の
花

　
　
　
戦
後
八
十
年
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
で
し
た
。

　
〜
山
田
　
耕
筰
（
没
後
六
十
年
）
〜

　
　
　
こ
の
道
・
か
ら
た
ち
の
花

　
　
　
赤
と
ん
ぼ
・
曼
殊
沙
華

　
〜
フ
ル
ー
ト
の
調
べ
〜

　
　
　
中
国
地
方
の
子
守
歌
・
枯
葉

　
〜
加
茂
下
　
稔
　
ピ
ア
ノ
小
曲
集

　
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
加
茂
下
稔
先
生
と
門
下

生
に
よ
る
演
奏
会
が
、
七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
を

中
心
に
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
オ
ペ
ラ
の
名

曲
か
ら
日
本
歌
曲
ま
で
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
舞
台
に
は
加
茂
下
先
生
と
共
に
学
ぶ
五
名

の
声
楽
家
た
ち
が
登
場
。
重
唱
や
独
唱
が
織

り
交
ぜ
ら
れ
、
若
々
し
い
歌
声
と
師
で
あ
る

加
茂
下
先
生
の
存
在
感
あ
る
声
と
が
交
わ
り
、

会
場
に
豊
か
な
響
き
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

師
弟
が
と
も
に
作
り
上
げ
る
舞
台
は
、
温
か

さ
と
緊
張
感
を
併
せ
持
ち
、
聴
衆
を
引
き
込

み
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
滝
廉
太
郎
先
生
や
山
田
耕
筰
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
月
一
日
（
水
）
十
六
時
三
十
分
か
ら
十

七
時
三
十
分
の
一
時
間
、
七
里
駅
コ
ン
コ
ー

ス
で
会
長
、
見
沼
区
吉
田
区
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
総
務
部
十
名
及
び
社
協
見
沼
区
事
務

所
岩
田
所
長
の
協
力
で
街
頭
募
金
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
近
は
現
金
を
も
た
な
い
で
、
電
子
マ
ネ

ー
と
す
る
人
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
募
金

も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
電
子
で
募
金

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
帰
り
の
忙
し
い
中
、
足
を
止
め
て
募
金
に

協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

第
二
部

　
〜
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
〜

　
　
　
愉
快
な
猫
の
二
重
奏

　
〜
オ
ペ
ラ
・
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
〜

　
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
　『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』

　
　
　
お
手
を
ど
う
ぞ

　
　
　
彼
女
の
心
の
や
す
ら
ぎ
こ
そ

　
　
　
ぶ
っ
て
、
マ
ゼ
ッ
ト

　
　
　
セ
レ
ナ
ー
デ

　
〜
ブ
ッ
チ
ー
ニ
『
蝶
々
夫
人
』
〜

　
　
　
あ
る
晴
れ
た
日
に
・
花
の
二
重
唱

　
〜
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
『
椿
姫
』

　
　
　
乾
杯
の
歌

　
　
ア
ン
コ
ー
ル
　
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ

み
ん
な
で
一
緒
に
唄
お
う

　
　
ま
っ
か
な
秋
〜
ふ
る
さ
と

　
総
務
部
で
は
、
年
に
数
回
、
機
材
の
点
検

や
災
害
に
備
え
て
機
材
の
使
い
方
な
ど
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　
九
月
十
二
日
（
金
）
に
発
電
機
の
点
検
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
に
は
、

機
材
の
使
い
方
や
組
み
立
て
方
、
ア
ル
フ
ァ

ー
米
の
作
り
方
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　
学
ん
で
み
た
い
方
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
毎
月
第
三
水
曜
日
に
、
七
里
ホ
ー
ム
の
地

域
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
「
憩
い
の
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
口
腔
体
操
を
行
い
そ
の
後
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
参
加
者
の
交
流
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ア
ッ
ト
い
う
間
の
一
時
間
三
十
分
で
す
が
、

皆
さ
ん
楽
し
ん
で
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
参
加
費
　
　
一
〇
〇
円
（
茶
菓
代
）

　
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

吉田見沼区長

当
日
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　
　一
三
、二
七
六
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　
　一
三
、二
七
六
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご協力ありがとうございます!!

電子マネーでも募金できます。

ご協力よろしくお願いいたします。

赤
い
羽
根
街
頭
募
金

　募
金
額

　八
、
三
三
〇
円

防
災
機
材
の
点
検

い
な
ほ
「
憩
い
の
場
」
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七
月
二
十
八
日
（
月
）
　
　
　
　
　

七
里
公
民
館

　十
名
参
加

　
七
里
地
区
社
協
と
公
民
館
の
共
催
に
よ
る

情
報
教
室
を
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
希
望
者
二
十
六
名
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
小
学
二
年
生
か
ら
五
年
生
の
十
名
の
中
に

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
マ
ウ
ス
を
触
っ
た
こ
と
の

な
い
子
ど
も
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
猪
越
先
生
や
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん

の
優
し
く
親
切
な
指
導
で
全
員
真
剣
に
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
い
、
世
界
で
有

名
な
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
と
い
う
初
心
者
用
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
言
語
を
使
っ
て
、
ゲ
ー

ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
先
ず
初
め
に
猫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
匹

登
場
さ
せ
、
次
に
体
と
手
足
を
つ
け
、
更
に

動
か
す
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
背
景
や
効

果
音
を
つ
け
た
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ア

ニ
メ
で
走
っ
た
り
飛

ん
だ
り
跳
ね
た
り
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
途
中
で
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
子
も
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

に
親
切
に
教
え
て
も
ら
い
、
低
学
年
の
子
ど

も
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
遂
に
現
れ
て
き
た
沢
山
の
敵
を
攻

撃
し
て
戦
う
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
完
成
し
た
ゲ
ー

ム
を
使
っ
て
何
点
と
れ
た
か
体
験
し
、
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
将

来
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
な
ど
の
高
度
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
夢
を
抱
か
せ
る
貴
重
な
情

報
教
室
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　広
報
部

　伊
藤

　修

八
月
十
九
日
（
火
）  

　二
十
名
参
加

二
十
日
（
水
）
二
十
二
名
参
加

　
屋
外
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
程
の
暑
さ

の
中
、
八
月
十
九
日
及
び
二
十
日
に
小
学
生

を
対
象
に
絵
画
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
指
導
者
と
し
て
ア
ー
ト
講
師
の
新
井

壽
代
先
生
を
お
招
き
し
て
、
夏
休
み
の
絵
を

描
こ
う
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
の
二
時
間
で
絵
を
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　
八
月
十
九
日
は
一
・
二
年
生
の
二
十
名
が

参
加
し
、
二
十
日
は
三
〜
六
年
生
の
二
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
九
月

会
長

　加
藤

　孝
之

　
当
自
治
会
行
事
と
し
て
令
和
元
年
ま
で
は
、

毎
年
九
月
の
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
ル

マ
ン
集
会
所
で
敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
二
年
か
ら
令
和
四

年
ま
で
七
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

要
請
を
受
け
、
祝
賀
会
を
中
止
し
、
敬
老
祝

賀
記
念
品
の
配
布
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
当
時
は
、
対
象
者
が
一
一
四
名
で

し
た
。

　
令
和
五
年
に
な
り
祝
賀
会
の
開
催
を
再

検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
対
象
者
は
一
七
〇

名
を
超
え
、
参
加
希
望
者
が
集
会
所
に
入
り

き
ら
な
い
た
め
祝
賀
会
の
開
催
を
断
念
し
、

お
祝
い
の
記
念
品
の
配
布
を
行
い
、
以
降
同

様
の
記
念
品
配
布
事
業
を
継
続
し
、
本
年
度

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
記
念
品
は
、
自
治
会

員
、
会
員
外
共
に
、
同
一
の
記
念
品
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
二
〇
〇
名
と
な
り

記
念
品
の
配
布
と
喜
寿
の
御
祝
金
の
贈
呈
を

行
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
役
員
全
員
で
手
分
け
を
し
て
の
配
布
と
な

り
ま
す
が
、
面
談
を
兼

ね
た
配
布
で
お
元
気
な

お
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
大
変
有
意
義
な
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

絵

　画

　教

　室

　
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
他
の
子
と
同

じ
も
の
で
は
な
く
、

自
分
だ
け
の
絵
を
描

く
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
お
気
に
入
り
の

ポ
イ
ン
ト
や
形
・
色

に
注
意
し
な
が
ら
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し

た
。
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
良
い
も
の
が
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
尚
、
両
日
と
も
に
絵
画
指
導
の
お
手
伝
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
七
里
中
学
校
の
生

徒
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
八
月
十
九
日

は
中
学
三
年
生
が
四
名
、
二
十
日
は
二
年
生

が
四
名
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
美
術
部
の

生
徒
に
も
参
加
し
て
頂
い
た
の
で
、
小
学
生

は
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。　

　
　
　
　広
報
部

　一
場

　宣
俊

会
長

　大
塚

　章
二

　
当
自
治
会
で
は
、
九
月
上
旬
か
ら
四
七
八

名
の
対
象
者
（
一
人
の
場
合
Ａ
、
二
人
の
場

合
Ａ
・
Ｂ
、
非
会
員
の
場
合
Ｃ
）
に
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
と
三
種
類
に
分
け
た
敬
老
記
念
品
を
自
治

会
班
長
さ
ん
に
配
布
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
敬
老
会
は
九
月
の
敬
老
会
の
日
で

は
な
く
、
猛
暑
を
避
け
る
た
め
形
式
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
十
月
十
三
日
（
祝
）
に
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
敬
老
対
象
者
だ
け
で
な
く
一
般

の
会
員
も
参
加
し
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
も
大
切

で
は
な
い
か
と
思
い
、
タ
イ
ト
ル
も
「
ふ
れ

あ
い
敬
老
会
」
と
称
し
、
お
祝
い
と
併
せ
て

会
員
間
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
催
し
物
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
小
学

生
ま
で
の
少
年
空
手
団
に
演
技
を
披
露
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
気
合
の
こ
も
っ
た

動
き
に
皆
さ
ん
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
東
京
か
ら
中
央
大
学
和
太
鼓
Ｏ
Ｂ

の
人
達
に
来
て
も
ら
い
、
和
太
鼓
演
奏
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
演
出
等
も
あ
り
、
他
で
は
味
わ
え

な
い
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
参
加
者
全
員
が

感
動
し
た
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
催
し
物

が
終
わ
っ
て
か
ら
懇
親
会
も
行
い
、
皆
さ
ん

に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
頂
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
帰
り
に
は
全
員
に
紅
白
饅
頭
を
配
布
し
お

開
き
に
な
り
ま
し
た
。

敬
老
祝
賀
記
念
品
の
配
布
事
業

シ
ャ
ル
マ
ン
コ
ー
ポ
七
里
自
治
会

ふ
れ
あ
い
敬
老
会

東
宮
下
第
一
自
治
会

情
報
教
室

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
よ
う
」
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七
月
二
十
八
日
（
月
）
　
　
　
　
　

七
里
公
民
館

　十
名
参
加

　
七
里
地
区
社
協
と
公
民
館
の
共
催
に
よ
る

情
報
教
室
を
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
希
望
者
二
十
六
名
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
小
学
二
年
生
か
ら
五
年
生
の
十
名
の
中
に

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
マ
ウ
ス
を
触
っ
た
こ
と
の

な
い
子
ど
も
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
猪
越
先
生
や
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん

の
優
し
く
親
切
な
指
導
で
全
員
真
剣
に
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
い
、
世
界
で
有

名
な
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
と
い
う
初
心
者
用
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
言
語
を
使
っ
て
、
ゲ
ー

ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
先
ず
初
め
に
猫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
匹

登
場
さ
せ
、
次
に
体
と
手
足
を
つ
け
、
更
に

動
か
す
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
背
景
や
効

果
音
を
つ
け
た
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ア

ニ
メ
で
走
っ
た
り
飛

ん
だ
り
跳
ね
た
り
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
途
中
で
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
子
も
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

に
親
切
に
教
え
て
も
ら
い
、
低
学
年
の
子
ど

も
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
遂
に
現
れ
て
き
た
沢
山
の
敵
を
攻

撃
し
て
戦
う
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
完
成
し
た
ゲ
ー

ム
を
使
っ
て
何
点
と
れ
た
か
体
験
し
、
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
将

来
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
な
ど
の
高
度
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
夢
を
抱
か
せ
る
貴
重
な
情

報
教
室
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　広
報
部

　伊
藤

　修

八
月
十
九
日
（
火
）  

　二
十
名
参
加

二
十
日
（
水
）
二
十
二
名
参
加

　
屋
外
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
程
の
暑
さ

の
中
、
八
月
十
九
日
及
び
二
十
日
に
小
学
生

を
対
象
に
絵
画
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
指
導
者
と
し
て
ア
ー
ト
講
師
の
新
井

壽
代
先
生
を
お
招
き
し
て
、
夏
休
み
の
絵
を

描
こ
う
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
の
二
時
間
で
絵
を
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　
八
月
十
九
日
は
一
・
二
年
生
の
二
十
名
が

参
加
し
、
二
十
日
は
三
〜
六
年
生
の
二
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
九
月

会
長

　加
藤

　孝
之

　
当
自
治
会
行
事
と
し
て
令
和
元
年
ま
で
は
、

毎
年
九
月
の
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
ル

マ
ン
集
会
所
で
敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
二
年
か
ら
令
和
四

年
ま
で
七
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

要
請
を
受
け
、
祝
賀
会
を
中
止
し
、
敬
老
祝

賀
記
念
品
の
配
布
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
当
時
は
、
対
象
者
が
一
一
四
名
で

し
た
。

　
令
和
五
年
に
な
り
祝
賀
会
の
開
催
を
再

検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
対
象
者
は
一
七
〇

名
を
超
え
、
参
加
希
望
者
が
集
会
所
に
入
り

き
ら
な
い
た
め
祝
賀
会
の
開
催
を
断
念
し
、

お
祝
い
の
記
念
品
の
配
布
を
行
い
、
以
降
同

様
の
記
念
品
配
布
事
業
を
継
続
し
、
本
年
度

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
記
念
品
は
、
自
治
会

員
、
会
員
外
共
に
、
同
一
の
記
念
品
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
二
〇
〇
名
と
な
り

記
念
品
の
配
布
と
喜
寿
の
御
祝
金
の
贈
呈
を

行
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
役
員
全
員
で
手
分
け
を
し
て
の
配
布
と
な

り
ま
す
が
、
面
談
を
兼

ね
た
配
布
で
お
元
気
な

お
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
大
変
有
意
義
な
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

絵

　画

　教

　室

　
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
他
の
子
と
同

じ
も
の
で
は
な
く
、

自
分
だ
け
の
絵
を
描

く
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
お
気
に
入
り
の

ポ
イ
ン
ト
や
形
・
色

に
注
意
し
な
が
ら
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し

た
。
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
良
い
も
の
が
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
尚
、
両
日
と
も
に
絵
画
指
導
の
お
手
伝
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
七
里
中
学
校
の
生

徒
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
八
月
十
九
日

は
中
学
三
年
生
が
四
名
、
二
十
日
は
二
年
生

が
四
名
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
美
術
部
の

生
徒
に
も
参
加
し
て
頂
い
た
の
で
、
小
学
生

は
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。　

　
　
　
　広
報
部

　一
場

　宣
俊

会
長

　大
塚

　章
二

　
当
自
治
会
で
は
、
九
月
上
旬
か
ら
四
七
八

名
の
対
象
者
（
一
人
の
場
合
Ａ
、
二
人
の
場

合
Ａ
・
Ｂ
、
非
会
員
の
場
合
Ｃ
）
に
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
と
三
種
類
に
分
け
た
敬
老
記
念
品
を
自
治

会
班
長
さ
ん
に
配
布
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
敬
老
会
は
九
月
の
敬
老
会
の
日
で

は
な
く
、
猛
暑
を
避
け
る
た
め
形
式
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
十
月
十
三
日
（
祝
）
に
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
敬
老
対
象
者
だ
け
で
な
く
一
般

の
会
員
も
参
加
し
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
も
大
切

で
は
な
い
か
と
思
い
、
タ
イ
ト
ル
も
「
ふ
れ

あ
い
敬
老
会
」
と
称
し
、
お
祝
い
と
併
せ
て

会
員
間
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
催
し
物
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
小
学

生
ま
で
の
少
年
空
手
団
に
演
技
を
披
露
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
気
合
の
こ
も
っ
た

動
き
に
皆
さ
ん
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
東
京
か
ら
中
央
大
学
和
太
鼓
Ｏ
Ｂ

の
人
達
に
来
て
も
ら
い
、
和
太
鼓
演
奏
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
演
出
等
も
あ
り
、
他
で
は
味
わ
え

な
い
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
参
加
者
全
員
が

感
動
し
た
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
催
し
物

が
終
わ
っ
て
か
ら
懇
親
会
も
行
い
、
皆
さ
ん

に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
頂
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
帰
り
に
は
全
員
に
紅
白
饅
頭
を
配
布
し
お

開
き
に
な
り
ま
し
た
。

敬
老
祝
賀
記
念
品
の
配
布
事
業

シ
ャ
ル
マ
ン
コ
ー
ポ
七
里
自
治
会

ふ
れ
あ
い
敬
老
会

東
宮
下
第
一
自
治
会

情
報
教
室

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
よ
う
」
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今
年
は
、
敬
老
祝
賀
会
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

最
近
再
び
流
行
す
る
各
種
感
染
症
を
予
防
す

る
観
点
か
ら
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
各
自
治

会
に
お
い
て
は
、
対
象
者
の
健
康
を
考
慮
し

て
、
会
食
等
を
中
止
し
、
記
念
品
配
布
の
み

の
自
治
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
敬
老
会
は
、
長
寿
を
祝
い
、
地
域
に
お
け

る
絆
を
実
感
す
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
地
域

住
民
が
敬
老
の
念
を
新
た
に
す
る
機
会
と
し

て
定
着
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
大
変
残
念

に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
て

祝
賀
会
や
式
典
を
行
っ
た
自
治
会
も
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
、
益
々
高
齢
者
が
増
加
し
て
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
交
流
を
更
に
深
め
、
皆
様
が

健
康
で
生
き
生
き
と
し
て
過
ご
し
て
い
け
る

よ
う
社
協
と
し
て
も
様
々
な
工
夫
を
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
七
里
地
区
の
七
五
歳
以
上
の
敬
老
会
対
象

者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
膝
子
　
　
　
　
一
五
一
名
　（
一
三
三
名
）

◇
大
谷
　
　
　
一
八
〇
四
名（
一
七
七
九
名
）

◇
蓮
沼
　
　
　
一
五
一
七
名（
一
四
九
七
名
）

◇
風
渡
野
　
　
　
七
九
六
名
　（
七
八
五
名
）

◇
東
門
前
　
　
　
六
六
四
名
　（
六
三
八
名
）

◇
東
宮
下
　
　
一
〇
一
九
名（
一
〇
〇
九
名
）

◇
新
堤
　
　
　
　
七
五
七
名
　（
七
二
七
名
）

合
計
　
六
、
七
〇
八
名

（
六
、
五
六
八
名
）

　（
　
）
内
は
昨
年
の
対
象
者
数

　
各
自
治
会
に
、
敬
老
会
事
業
に
対
す
る
補

助
金
が
、
さ
い
た
ま
市
及
び
七
里
地
区
社
協

か
ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
〇
〇
歳
以
上
の
方

一
〇
三
歳
　
大
谷
・
蓮
沼
・
東
門
前

一
〇
一
歳
　
蓮
沼
③
・
風
渡
野
②

一
〇
〇
歳
　
大
谷
④
・
蓮
沼
②

　
　
　
　
　
風
渡
野
・
東
門
前

の
合
わ
せ
て
十
六
名
で
す
。
男
性
二
名
・
女

性
十
四
名
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

九
月
十
五
日
（
月
･
祝
）

自
治
会
長

　伊
藤

　修

　
コ
ロ
ナ
禍
で
敬
老
祝
賀
会
は
、
中
止
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
六
年
ぶ
り
に
自
治
会
館

に
お
い
て
三
十
二
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
全
員
の
記
念
集
合
写
真
撮
影
の
後
、

会
長
･
出
席
者
代
表
･
民
生
委
員
に
よ
る
挨

拶
、
清
水
市
長
の
祝
辞
披
露
で
幕
を
開
け
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
謡
曲
「
鶴
亀
」
お
よ
び
詩
吟
「
名

槍
黒
田
節
」
が
熟
練
の
出
席
者
か
ら
披
露
さ

れ
、
格
調
高
い
日
本
芸
能
の
実
演
に
全
員
が

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
会
食
に
移
り
、「
な
だ
万
」
の
祝
い
膳
と

美
酒
に
懇
談
が
弾
む
中
、
深
谷
生
れ
の
日
本

資
本
主
義
の
父
･
渋
沢
栄
一
伝
の
発
表
が
あ

り
、「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
と
「
今
日
の

日
は
さ
よ
う
な
ら
」
の
歌
を
全
員
で
合
唱
し
、

一
年
後
ま
た
元
気
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
と
誓

い
合
い
、
和
や
か
に
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
前
日
中
に
、
さ
い
た
ま
市
と
地
区
社

協
か
ら
の
敬
老
事
業
等

補
助
金
を
も
と
に
、
敬

老
対
象
者
全
員
の
お
宅

に
敬
老
祝
い
記
念
品
「
紅

白
饅
頭
と
讃
岐
う
ど
ん

セ
ッ
ト
」
を
お
届
け
し
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
萩
原
先
生
が
「
チ
ョ
ウ
の
飛
び

方
・
違
い
を
み
つ
け
よ
う
」
と
題
し
て
、
動

画
を
見
せ
な
が
ら
、
飛
び
方
の
違
い
と
そ
の

理
由
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
形
式
で
お
話
に
な

り
ま
し
た
。

　
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
オ
ス
と
メ
ス
の
飛
び

方
が
違
う
の
は
、
メ
ス
は
産
卵
場
所
を
探
す

た
め
、
オ
ス
は
メ
ス
を
探
す
た
め
に
飛
ぶ
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
や
オ
オ
ゴ
マ
ダ

ラ
が
ゆ
っ
く
り
飛
ぶ
の
は
、
毒
を
持
っ
て
い
て

天
敵
の
鳥
な
ど
に
襲
わ
れ
に
く
い
た
め
で
、
一

方
毒
を
持
た
な
い
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
や
ゴ
マ
ダ
ラ

チ
ョ
ウ
な
ど
は
敵
に
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
木
の

ま
わ
り
や
日
陰
を
す
ば
や
く
飛
ぶ
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
達
は
積
極
的
に
ク
イ
ズ
に
答
え
、

講
師
に
質
問
し
て
昆
虫
の
生
態
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　八
月
一
日
（
金
）

　
　
　
　七
里
公
民
館

　十
四
名
参
加

　
夏
休
み
の
科
学
教
室
と
し
て
、
埼
玉
県
昆

虫
談
話
会
の
萩
原
昇
さ
ん
と
草
間
岳
彦
さ
ん

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
昆
虫
の
不
思
議

な
生
態
を
学
び
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
草
間
先
生
が
「
ミ
ツ
バ
チ
の
ひ

み
つ
」
と
題
し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
の
分
類
学
的

な
位
置
づ
け
や
巣
の
あ
る
場
所
・
組
成
、
ミ

ツ
バ
チ
の
一
年
間
の
生
活
、
蜂
蜜
の
種
類
な

ど
に
つ
い
て
、
低
学
年
の
小
学
生
も
理
解
で

き
る
よ
う
に
優
し
く
丁
寧
に
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
が
蜜
蝋
で
で
き
て
い
て
、

王
台
と
呼
ば
れ
る
女
王
蜂
専
用
の
部
屋
が
あ

る
こ
と
な
ど
説
明
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
実

際
に
巣
の
標
本
に
触
れ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、「
大
越
昆
虫
館
」
か
ら
お
借

り
し
た
様
々
な
昆
虫
の
標
本
も
展
示
さ
れ
、

子
ど
も
達
は
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

広
報
部

　長
崎

　正
明

　
講
師
の
萩
原
先
生
達
で
運
営
し
て
い
る
施

設
で
す
。

　
展
示
室
に
は
、
世
界
中
の
昆
虫
が
大
集
合

し
て
い
ま
す
。

　
昆
虫
に
興
味
の
あ
る
方
、
是
非
行
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

昆
虫
館
の
開
館
日
・
時
間

開
館
日
：「
年
間
」
土
・
日
・
祝
日

　
　
　
　
振
替
休
日
・
埼
玉
県
民
の
日

開
館
時
間
：
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

年
末
年
始
休
館
：
十
二
月
二
十
五
日
〜
一
月
三
日

場
所
：
埼
玉
県
加
須
市
大
越
二
六
八
八
―
二

令
和
七
年
度
敬
老
会

地
区
別
敬
老
会
対
象
者
数

敬
老
祝
賀
会
で
寿
ぐ

大
谷
第
四
自
治
会

科
学
教
室

「
昆
虫
の
不
思
議
な
世
界
」

　
　〜
昆
虫
の
不
思
議
な
生
態
を
学
ぶ
〜

「
大
越
昆
虫
館
」

2025（令和 7）年度 敬老祝賀会
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今
年
は
、
敬
老
祝
賀
会
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

最
近
再
び
流
行
す
る
各
種
感
染
症
を
予
防
す

る
観
点
か
ら
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
各
自
治

会
に
お
い
て
は
、
対
象
者
の
健
康
を
考
慮
し

て
、
会
食
等
を
中
止
し
、
記
念
品
配
布
の
み

の
自
治
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
敬
老
会
は
、
長
寿
を
祝
い
、
地
域
に
お
け

る
絆
を
実
感
す
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
地
域

住
民
が
敬
老
の
念
を
新
た
に
す
る
機
会
と
し

て
定
着
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
大
変
残
念

に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
て

祝
賀
会
や
式
典
を
行
っ
た
自
治
会
も
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
、
益
々
高
齢
者
が
増
加
し
て
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
交
流
を
更
に
深
め
、
皆
様
が

健
康
で
生
き
生
き
と
し
て
過
ご
し
て
い
け
る

よ
う
社
協
と
し
て
も
様
々
な
工
夫
を
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
七
里
地
区
の
七
五
歳
以
上
の
敬
老
会
対
象

者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
膝
子
　
　
　
　
一
五
一
名
　（
一
三
三
名
）

◇
大
谷
　
　
　
一
八
〇
四
名（
一
七
七
九
名
）

◇
蓮
沼
　
　
　
一
五
一
七
名（
一
四
九
七
名
）

◇
風
渡
野
　
　
　
七
九
六
名
　（
七
八
五
名
）

◇
東
門
前
　
　
　
六
六
四
名
　（
六
三
八
名
）

◇
東
宮
下
　
　
一
〇
一
九
名（
一
〇
〇
九
名
）

◇
新
堤
　
　
　
　
七
五
七
名
　（
七
二
七
名
）

合
計
　
六
、
七
〇
八
名

（
六
、
五
六
八
名
）

　（
　
）
内
は
昨
年
の
対
象
者
数

　
各
自
治
会
に
、
敬
老
会
事
業
に
対
す
る
補

助
金
が
、
さ
い
た
ま
市
及
び
七
里
地
区
社
協

か
ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
〇
〇
歳
以
上
の
方

一
〇
三
歳
　
大
谷
・
蓮
沼
・
東
門
前

一
〇
一
歳
　
蓮
沼
③
・
風
渡
野
②

一
〇
〇
歳
　
大
谷
④
・
蓮
沼
②

　
　
　
　
　
風
渡
野
・
東
門
前

の
合
わ
せ
て
十
六
名
で
す
。
男
性
二
名
・
女

性
十
四
名
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

九
月
十
五
日
（
月
･
祝
）

自
治
会
長

　伊
藤

　修

　
コ
ロ
ナ
禍
で
敬
老
祝
賀
会
は
、
中
止
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
六
年
ぶ
り
に
自
治
会
館

に
お
い
て
三
十
二
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
全
員
の
記
念
集
合
写
真
撮
影
の
後
、

会
長
･
出
席
者
代
表
･
民
生
委
員
に
よ
る
挨

拶
、
清
水
市
長
の
祝
辞
披
露
で
幕
を
開
け
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
謡
曲
「
鶴
亀
」
お
よ
び
詩
吟
「
名

槍
黒
田
節
」
が
熟
練
の
出
席
者
か
ら
披
露
さ

れ
、
格
調
高
い
日
本
芸
能
の
実
演
に
全
員
が

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
会
食
に
移
り
、「
な
だ
万
」
の
祝
い
膳
と

美
酒
に
懇
談
が
弾
む
中
、
深
谷
生
れ
の
日
本

資
本
主
義
の
父
･
渋
沢
栄
一
伝
の
発
表
が
あ

り
、「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
と
「
今
日
の

日
は
さ
よ
う
な
ら
」
の
歌
を
全
員
で
合
唱
し
、

一
年
後
ま
た
元
気
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
と
誓

い
合
い
、
和
や
か
に
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
前
日
中
に
、
さ
い
た
ま
市
と
地
区
社

協
か
ら
の
敬
老
事
業
等

補
助
金
を
も
と
に
、
敬

老
対
象
者
全
員
の
お
宅

に
敬
老
祝
い
記
念
品
「
紅

白
饅
頭
と
讃
岐
う
ど
ん

セ
ッ
ト
」
を
お
届
け
し
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
萩
原
先
生
が
「
チ
ョ
ウ
の
飛
び

方
・
違
い
を
み
つ
け
よ
う
」
と
題
し
て
、
動

画
を
見
せ
な
が
ら
、
飛
び
方
の
違
い
と
そ
の

理
由
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
形
式
で
お
話
に
な

り
ま
し
た
。

　
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
オ
ス
と
メ
ス
の
飛
び

方
が
違
う
の
は
、
メ
ス
は
産
卵
場
所
を
探
す

た
め
、
オ
ス
は
メ
ス
を
探
す
た
め
に
飛
ぶ
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
や
オ
オ
ゴ
マ
ダ

ラ
が
ゆ
っ
く
り
飛
ぶ
の
は
、
毒
を
持
っ
て
い
て

天
敵
の
鳥
な
ど
に
襲
わ
れ
に
く
い
た
め
で
、
一

方
毒
を
持
た
な
い
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
や
ゴ
マ
ダ
ラ

チ
ョ
ウ
な
ど
は
敵
に
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
木
の

ま
わ
り
や
日
陰
を
す
ば
や
く
飛
ぶ
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
達
は
積
極
的
に
ク
イ
ズ
に
答
え
、

講
師
に
質
問
し
て
昆
虫
の
生
態
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　八
月
一
日
（
金
）

　
　
　
　七
里
公
民
館

　十
四
名
参
加

　
夏
休
み
の
科
学
教
室
と
し
て
、
埼
玉
県
昆

虫
談
話
会
の
萩
原
昇
さ
ん
と
草
間
岳
彦
さ
ん

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
昆
虫
の
不
思
議

な
生
態
を
学
び
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
草
間
先
生
が
「
ミ
ツ
バ
チ
の
ひ

み
つ
」
と
題
し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
の
分
類
学
的

な
位
置
づ
け
や
巣
の
あ
る
場
所
・
組
成
、
ミ

ツ
バ
チ
の
一
年
間
の
生
活
、
蜂
蜜
の
種
類
な

ど
に
つ
い
て
、
低
学
年
の
小
学
生
も
理
解
で

き
る
よ
う
に
優
し
く
丁
寧
に
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
が
蜜
蝋
で
で
き
て
い
て
、

王
台
と
呼
ば
れ
る
女
王
蜂
専
用
の
部
屋
が
あ

る
こ
と
な
ど
説
明
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
実

際
に
巣
の
標
本
に
触
れ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、「
大
越
昆
虫
館
」
か
ら
お
借

り
し
た
様
々
な
昆
虫
の
標
本
も
展
示
さ
れ
、

子
ど
も
達
は
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

広
報
部

　長
崎

　正
明

　
講
師
の
萩
原
先
生
達
で
運
営
し
て
い
る
施

設
で
す
。

　
展
示
室
に
は
、
世
界
中
の
昆
虫
が
大
集
合

し
て
い
ま
す
。

　
昆
虫
に
興
味
の
あ
る
方
、
是
非
行
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

昆
虫
館
の
開
館
日
・
時
間

開
館
日
：「
年
間
」
土
・
日
・
祝
日

　
　
　
　
振
替
休
日
・
埼
玉
県
民
の
日

開
館
時
間
：
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

年
末
年
始
休
館
：
十
二
月
二
十
五
日
〜
一
月
三
日

場
所
：
埼
玉
県
加
須
市
大
越
二
六
八
八
―
二

令
和
七
年
度
敬
老
会

地
区
別
敬
老
会
対
象
者
数

敬
老
祝
賀
会
で
寿
ぐ

大
谷
第
四
自
治
会

科
学
教
室

「
昆
虫
の
不
思
議
な
世
界
」

　
　〜
昆
虫
の
不
思
議
な
生
態
を
学
ぶ
〜

「
大
越
昆
虫
館
」

2025（令和 7）年度 敬老祝賀会
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生
な
ど
の
懐
か
し
い
日
本
の
歌
曲
で
構
成
さ

れ
、
後
半
は
有
名
な
オ
ペ
ラ
「
ド
ン
・
ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ニ
」、「
蝶
々
夫
人
」、「
椿
姫
」
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
加
茂
下
先
生
が
、
各

曲
の
背
景
・
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
紹
介

し
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
く
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
共
演
し
た
の
は
フ
ル
ー
ト
の
松
澤
さ
ん
と

ピ
ア
ノ
の
白
土
さ
ん
。
松
澤
さ
ん
は
透
明
感

の
あ
る
音
色
で
歌
の
合
間
を
彩
り
、
白
土
さ

ん
は
確
か
な
タ
ッ
チ
で
全
体
を
支
え
ま
し
た
。

器
楽
と
声
楽
が
交
錯
す
る
こ
と
で
、
演
奏
会

に
多
彩
な
表
情
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
聴
衆
も
交
え
た
全
員
で
「
ま
っ

か
な
秋
」「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て
、
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
会
を
満
喫
し
ま

し
た
。
地
域
の
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
、
観
客
は
音
楽
を
身
近
に

感
じ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

広
報
部

　長
崎

　正
明

南
雲

　博
晶

 

第
一
部

　
〜
滝
　
廉
太
郎
〜
　
組
曲
「
四
季
」

　
　
　
花
〜
納
涼
〜
月
〜
雪

　
〜
合
唱
曲
〜
　
　
い
の
ち
の
花

　
　
　
戦
後
八
十
年
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
で
し
た
。

　
〜
山
田
　
耕
筰
（
没
後
六
十
年
）
〜

　
　
　
こ
の
道
・
か
ら
た
ち
の
花

　
　
　
赤
と
ん
ぼ
・
曼
殊
沙
華

　
〜
フ
ル
ー
ト
の
調
べ
〜

　
　
　
中
国
地
方
の
子
守
歌
・
枯
葉

　
〜
加
茂
下
　
稔
　
ピ
ア
ノ
小
曲
集

　
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
加
茂
下
稔
先
生
と
門
下

生
に
よ
る
演
奏
会
が
、
七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
を

中
心
に
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
オ
ペ
ラ
の
名

曲
か
ら
日
本
歌
曲
ま
で
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
舞
台
に
は
加
茂
下
先
生
と
共
に
学
ぶ
五
名

の
声
楽
家
た
ち
が
登
場
。
重
唱
や
独
唱
が
織

り
交
ぜ
ら
れ
、
若
々
し
い
歌
声
と
師
で
あ
る

加
茂
下
先
生
の
存
在
感
あ
る
声
と
が
交
わ
り
、

会
場
に
豊
か
な
響
き
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

師
弟
が
と
も
に
作
り
上
げ
る
舞
台
は
、
温
か

さ
と
緊
張
感
を
併
せ
持
ち
、
聴
衆
を
引
き
込

み
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
滝
廉
太
郎
先
生
や
山
田
耕
筰
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
月
一
日
（
水
）
十
六
時
三
十
分
か
ら
十

七
時
三
十
分
の
一
時
間
、
七
里
駅
コ
ン
コ
ー

ス
で
会
長
、
見
沼
区
吉
田
区
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
総
務
部
十
名
及
び
社
協
見
沼
区
事
務

所
岩
田
所
長
の
協
力
で
街
頭
募
金
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
近
は
現
金
を
も
た
な
い
で
、
電
子
マ
ネ

ー
と
す
る
人
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
募
金

も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
電
子
で
募
金

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
帰
り
の
忙
し
い
中
、
足
を
止
め
て
募
金
に

協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

第
二
部

　
〜
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
〜

　
　
　
愉
快
な
猫
の
二
重
奏

　
〜
オ
ペ
ラ
・
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
〜

　
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
　『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』

　
　
　
お
手
を
ど
う
ぞ

　
　
　
彼
女
の
心
の
や
す
ら
ぎ
こ
そ

　
　
　
ぶ
っ
て
、
マ
ゼ
ッ
ト

　
　
　
セ
レ
ナ
ー
デ

　
〜
ブ
ッ
チ
ー
ニ
『
蝶
々
夫
人
』
〜

　
　
　
あ
る
晴
れ
た
日
に
・
花
の
二
重
唱

　
〜
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
『
椿
姫
』

　
　
　
乾
杯
の
歌

　
　
ア
ン
コ
ー
ル
　
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ

み
ん
な
で
一
緒
に
唄
お
う

　
　
ま
っ
か
な
秋
〜
ふ
る
さ
と

　
総
務
部
で
は
、
年
に
数
回
、
機
材
の
点
検

や
災
害
に
備
え
て
機
材
の
使
い
方
な
ど
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　
九
月
十
二
日
（
金
）
に
発
電
機
の
点
検
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
に
は
、

機
材
の
使
い
方
や
組
み
立
て
方
、
ア
ル
フ
ァ

ー
米
の
作
り
方
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　
学
ん
で
み
た
い
方
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
毎
月
第
三
水
曜
日
に
、
七
里
ホ
ー
ム
の
地

域
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
「
憩
い
の
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
口
腔
体
操
を
行
い
そ
の
後
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
参
加
者
の
交
流
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ア
ッ
ト
い
う
間
の
一
時
間
三
十
分
で
す
が
、

皆
さ
ん
楽
し
ん
で
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
参
加
費
　
　
一
〇
〇
円
（
茶
菓
代
）

　
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

吉田見沼区長

当
日
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　
　一
三
、二
七
六
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　
　一
三
、二
七
六
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご協力ありがとうございます!!

電子マネーでも募金できます。

ご協力よろしくお願いいたします。

赤
い
羽
根
街
頭
募
金

　募
金
額

　八
、
三
三
〇
円

防
災
機
材
の
点
検

い
な
ほ
「
憩
い
の
場
」
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七
月
二
十
八
日
（
月
）
　
　
　
　
　

七
里
公
民
館

　十
名
参
加

　
七
里
地
区
社
協
と
公
民
館
の
共
催
に
よ
る

情
報
教
室
を
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
希
望
者
二
十
六
名
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
小
学
二
年
生
か
ら
五
年
生
の
十
名
の
中
に

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
マ
ウ
ス
を
触
っ
た
こ
と
の

な
い
子
ど
も
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
猪
越
先
生
や
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん

の
優
し
く
親
切
な
指
導
で
全
員
真
剣
に
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
い
、
世
界
で
有

名
な
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
と
い
う
初
心
者
用
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
言
語
を
使
っ
て
、
ゲ
ー

ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
先
ず
初
め
に
猫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
匹

登
場
さ
せ
、
次
に
体
と
手
足
を
つ
け
、
更
に

動
か
す
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
背
景
や
効

果
音
を
つ
け
た
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ア

ニ
メ
で
走
っ
た
り
飛

ん
だ
り
跳
ね
た
り
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
途
中
で
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
子
も
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

に
親
切
に
教
え
て
も
ら
い
、
低
学
年
の
子
ど

も
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
遂
に
現
れ
て
き
た
沢
山
の
敵
を
攻

撃
し
て
戦
う
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
完
成
し
た
ゲ
ー

ム
を
使
っ
て
何
点
と
れ
た
か
体
験
し
、
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
将

来
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
な
ど
の
高
度
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
夢
を
抱
か
せ
る
貴
重
な
情

報
教
室
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　広
報
部

　伊
藤

　修

八
月
十
九
日
（
火
）  

　二
十
名
参
加

二
十
日
（
水
）
二
十
二
名
参
加

　
屋
外
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
程
の
暑
さ

の
中
、
八
月
十
九
日
及
び
二
十
日
に
小
学
生

を
対
象
に
絵
画
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
指
導
者
と
し
て
ア
ー
ト
講
師
の
新
井

壽
代
先
生
を
お
招
き
し
て
、
夏
休
み
の
絵
を

描
こ
う
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
の
二
時
間
で
絵
を
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　
八
月
十
九
日
は
一
・
二
年
生
の
二
十
名
が

参
加
し
、
二
十
日
は
三
〜
六
年
生
の
二
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
九
月

会
長

　加
藤

　孝
之

　
当
自
治
会
行
事
と
し
て
令
和
元
年
ま
で
は
、

毎
年
九
月
の
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
ル

マ
ン
集
会
所
で
敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
二
年
か
ら
令
和
四

年
ま
で
七
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

要
請
を
受
け
、
祝
賀
会
を
中
止
し
、
敬
老
祝

賀
記
念
品
の
配
布
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
当
時
は
、
対
象
者
が
一
一
四
名
で

し
た
。

　
令
和
五
年
に
な
り
祝
賀
会
の
開
催
を
再

検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
対
象
者
は
一
七
〇

名
を
超
え
、
参
加
希
望
者
が
集
会
所
に
入
り

き
ら
な
い
た
め
祝
賀
会
の
開
催
を
断
念
し
、

お
祝
い
の
記
念
品
の
配
布
を
行
い
、
以
降
同

様
の
記
念
品
配
布
事
業
を
継
続
し
、
本
年
度

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
記
念
品
は
、
自
治
会

員
、
会
員
外
共
に
、
同
一
の
記
念
品
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
二
〇
〇
名
と
な
り

記
念
品
の
配
布
と
喜
寿
の
御
祝
金
の
贈
呈
を

行
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
役
員
全
員
で
手
分
け
を
し
て
の
配
布
と
な

り
ま
す
が
、
面
談
を
兼

ね
た
配
布
で
お
元
気
な

お
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
大
変
有
意
義
な
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

絵

　画

　教

　室

　
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
他
の
子
と
同

じ
も
の
で
は
な
く
、

自
分
だ
け
の
絵
を
描

く
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
お
気
に
入
り
の

ポ
イ
ン
ト
や
形
・
色

に
注
意
し
な
が
ら
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し

た
。
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
良
い
も
の
が
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
尚
、
両
日
と
も
に
絵
画
指
導
の
お
手
伝
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
七
里
中
学
校
の
生

徒
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
八
月
十
九
日

は
中
学
三
年
生
が
四
名
、
二
十
日
は
二
年
生

が
四
名
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
美
術
部
の

生
徒
に
も
参
加
し
て
頂
い
た
の
で
、
小
学
生

は
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。　

　
　
　
　広
報
部

　一
場

　宣
俊

会
長

　大
塚

　章
二

　
当
自
治
会
で
は
、
九
月
上
旬
か
ら
四
七
八

名
の
対
象
者
（
一
人
の
場
合
Ａ
、
二
人
の
場

合
Ａ
・
Ｂ
、
非
会
員
の
場
合
Ｃ
）
に
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
と
三
種
類
に
分
け
た
敬
老
記
念
品
を
自
治

会
班
長
さ
ん
に
配
布
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
敬
老
会
は
九
月
の
敬
老
会
の
日
で

は
な
く
、
猛
暑
を
避
け
る
た
め
形
式
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
十
月
十
三
日
（
祝
）
に
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
敬
老
対
象
者
だ
け
で
な
く
一
般

の
会
員
も
参
加
し
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
も
大
切

で
は
な
い
か
と
思
い
、
タ
イ
ト
ル
も
「
ふ
れ

あ
い
敬
老
会
」
と
称
し
、
お
祝
い
と
併
せ
て

会
員
間
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
催
し
物
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
小
学

生
ま
で
の
少
年
空
手
団
に
演
技
を
披
露
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
気
合
の
こ
も
っ
た

動
き
に
皆
さ
ん
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
東
京
か
ら
中
央
大
学
和
太
鼓
Ｏ
Ｂ

の
人
達
に
来
て
も
ら
い
、
和
太
鼓
演
奏
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
演
出
等
も
あ
り
、
他
で
は
味
わ
え

な
い
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
参
加
者
全
員
が

感
動
し
た
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
催
し
物

が
終
わ
っ
て
か
ら
懇
親
会
も
行
い
、
皆
さ
ん

に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
頂
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
帰
り
に
は
全
員
に
紅
白
饅
頭
を
配
布
し
お

開
き
に
な
り
ま
し
た
。

敬
老
祝
賀
記
念
品
の
配
布
事
業

シ
ャ
ル
マ
ン
コ
ー
ポ
七
里
自
治
会

ふ
れ
あ
い
敬
老
会

東
宮
下
第
一
自
治
会

情
報
教
室

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
よ
う
」



七里地区社会福祉協議会だより　い　な　ほ（7）第66号 令和７年10月23日 七里地区社会福祉協議会だより　い　な　ほ（2）第66号 令和７年10月23日

生
な
ど
の
懐
か
し
い
日
本
の
歌
曲
で
構
成
さ

れ
、
後
半
は
有
名
な
オ
ペ
ラ
「
ド
ン
・
ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ニ
」、「
蝶
々
夫
人
」、「
椿
姫
」
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
加
茂
下
先
生
が
、
各

曲
の
背
景
・
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
紹
介

し
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
く
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
共
演
し
た
の
は
フ
ル
ー
ト
の
松
澤
さ
ん
と

ピ
ア
ノ
の
白
土
さ
ん
。
松
澤
さ
ん
は
透
明
感

の
あ
る
音
色
で
歌
の
合
間
を
彩
り
、
白
土
さ

ん
は
確
か
な
タ
ッ
チ
で
全
体
を
支
え
ま
し
た
。

器
楽
と
声
楽
が
交
錯
す
る
こ
と
で
、
演
奏
会

に
多
彩
な
表
情
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
聴
衆
も
交
え
た
全
員
で
「
ま
っ

か
な
秋
」「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て
、
芸

術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
会
を
満
喫
し
ま

し
た
。
地
域
の
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
、
観
客
は
音
楽
を
身
近
に

感
じ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

広
報
部

　長
崎

　正
明

南
雲

　博
晶

 

第
一
部

　
〜
滝
　
廉
太
郎
〜
　
組
曲
「
四
季
」

　
　
　
花
〜
納
涼
〜
月
〜
雪

　
〜
合
唱
曲
〜
　
　
い
の
ち
の
花

　
　
　
戦
後
八
十
年
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
で
し
た
。

　
〜
山
田
　
耕
筰
（
没
後
六
十
年
）
〜

　
　
　
こ
の
道
・
か
ら
た
ち
の
花

　
　
　
赤
と
ん
ぼ
・
曼
殊
沙
華

　
〜
フ
ル
ー
ト
の
調
べ
〜

　
　
　
中
国
地
方
の
子
守
歌
・
枯
葉

　
〜
加
茂
下
　
稔
　
ピ
ア
ノ
小
曲
集

　
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
加
茂
下
稔
先
生
と
門
下

生
に
よ
る
演
奏
会
が
、
七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
を

中
心
に
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
オ
ペ
ラ
の
名

曲
か
ら
日
本
歌
曲
ま
で
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
舞
台
に
は
加
茂
下
先
生
と
共
に
学
ぶ
五
名

の
声
楽
家
た
ち
が
登
場
。
重
唱
や
独
唱
が
織

り
交
ぜ
ら
れ
、
若
々
し
い
歌
声
と
師
で
あ
る

加
茂
下
先
生
の
存
在
感
あ
る
声
と
が
交
わ
り
、

会
場
に
豊
か
な
響
き
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

師
弟
が
と
も
に
作
り
上
げ
る
舞
台
は
、
温
か

さ
と
緊
張
感
を
併
せ
持
ち
、
聴
衆
を
引
き
込

み
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
滝
廉
太
郎
先
生
や
山
田
耕
筰
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
月
一
日
（
水
）
十
六
時
三
十
分
か
ら
十

七
時
三
十
分
の
一
時
間
、
七
里
駅
コ
ン
コ
ー

ス
で
会
長
、
見
沼
区
吉
田
区
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
総
務
部
十
名
及
び
社
協
見
沼
区
事
務

所
岩
田
所
長
の
協
力
で
街
頭
募
金
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
近
は
現
金
を
も
た
な
い
で
、
電
子
マ
ネ

ー
と
す
る
人
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
募
金

も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
電
子
で
募
金

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
帰
り
の
忙
し
い
中
、
足
を
止
め
て
募
金
に

協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

第
二
部

　
〜
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
〜

　
　
　
愉
快
な
猫
の
二
重
奏

　
〜
オ
ペ
ラ
・
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
〜

　
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
　『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
』

　
　
　
お
手
を
ど
う
ぞ

　
　
　
彼
女
の
心
の
や
す
ら
ぎ
こ
そ

　
　
　
ぶ
っ
て
、
マ
ゼ
ッ
ト

　
　
　
セ
レ
ナ
ー
デ

　
〜
ブ
ッ
チ
ー
ニ
『
蝶
々
夫
人
』
〜

　
　
　
あ
る
晴
れ
た
日
に
・
花
の
二
重
唱

　
〜
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
『
椿
姫
』

　
　
　
乾
杯
の
歌

　
　
ア
ン
コ
ー
ル
　
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ

み
ん
な
で
一
緒
に
唄
お
う

　
　
ま
っ
か
な
秋
〜
ふ
る
さ
と

　
総
務
部
で
は
、
年
に
数
回
、
機
材
の
点
検

や
災
害
に
備
え
て
機
材
の
使
い
方
な
ど
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

　
九
月
十
二
日
（
金
）
に
発
電
機
の
点
検
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
に
は
、

機
材
の
使
い
方
や
組
み
立
て
方
、
ア
ル
フ
ァ

ー
米
の
作
り
方
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　
学
ん
で
み
た
い
方
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
毎
月
第
三
水
曜
日
に
、
七
里
ホ
ー
ム
の
地

域
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
「
憩
い
の
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
口
腔
体
操
を
行
い
そ
の
後
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
参
加
者
の
交
流
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ア
ッ
ト
い
う
間
の
一
時
間
三
十
分
で
す
が
、

皆
さ
ん
楽
し
ん
で
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
参
加
費
　
　
一
〇
〇
円
（
茶
菓
代
）

　
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

吉田見沼区長

当
日
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　
　一
三
、二
七
六
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
　
　
　
　
　一
三
、二
七
六
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご協力ありがとうございます!!

電子マネーでも募金できます。

ご協力よろしくお願いいたします。

赤
い
羽
根
街
頭
募
金

　募
金
額

　八
、
三
三
〇
円

防
災
機
材
の
点
検

い
な
ほ
「
憩
い
の
場
」
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七
月
二
十
八
日
（
月
）
　
　
　
　
　

七
里
公
民
館

　十
名
参
加

　
七
里
地
区
社
協
と
公
民
館
の
共
催
に
よ
る

情
報
教
室
を
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
希
望
者
二
十
六
名
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
小
学
二
年
生
か
ら
五
年
生
の
十
名
の
中
に

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
マ
ウ
ス
を
触
っ
た
こ
と
の

な
い
子
ど
も
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
猪
越
先
生
や
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん

の
優
し
く
親
切
な
指
導
で
全
員
真
剣
に
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
い
、
世
界
で
有

名
な
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
と
い
う
初
心
者
用
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
言
語
を
使
っ
て
、
ゲ
ー

ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
先
ず
初
め
に
猫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
一
匹

登
場
さ
せ
、
次
に
体
と
手
足
を
つ
け
、
更
に

動
か
す
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
背
景
や
効

果
音
を
つ
け
た
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ア

ニ
メ
で
走
っ
た
り
飛

ん
だ
り
跳
ね
た
り
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
途
中
で
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
子
も
い
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

に
親
切
に
教
え
て
も
ら
い
、
低
学
年
の
子
ど

も
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
遂
に
現
れ
て
き
た
沢
山
の
敵
を
攻

撃
し
て
戦
う
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
完
成
し
た
ゲ
ー

ム
を
使
っ
て
何
点
と
れ
た
か
体
験
し
、
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
将

来
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
な
ど
の
高
度
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
夢
を
抱
か
せ
る
貴
重
な
情

報
教
室
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　広
報
部

　伊
藤

　修

八
月
十
九
日
（
火
）  

　二
十
名
参
加

二
十
日
（
水
）
二
十
二
名
参
加

　
屋
外
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
程
の
暑
さ

の
中
、
八
月
十
九
日
及
び
二
十
日
に
小
学
生

を
対
象
に
絵
画
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
術
指
導
者
と
し
て
ア
ー
ト
講
師
の
新
井

壽
代
先
生
を
お
招
き
し
て
、
夏
休
み
の
絵
を

描
こ
う
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
の
二
時
間
で
絵
を
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　
八
月
十
九
日
は
一
・
二
年
生
の
二
十
名
が

参
加
し
、
二
十
日
は
三
〜
六
年
生
の
二
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
九
月

会
長

　加
藤

　孝
之

　
当
自
治
会
行
事
と
し
て
令
和
元
年
ま
で
は
、

毎
年
九
月
の
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
ル

マ
ン
集
会
所
で
敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
二
年
か
ら
令
和
四

年
ま
で
七
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

要
請
を
受
け
、
祝
賀
会
を
中
止
し
、
敬
老
祝

賀
記
念
品
の
配
布
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
当
時
は
、
対
象
者
が
一
一
四
名
で

し
た
。

　
令
和
五
年
に
な
り
祝
賀
会
の
開
催
を
再

検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
対
象
者
は
一
七
〇

名
を
超
え
、
参
加
希
望
者
が
集
会
所
に
入
り

き
ら
な
い
た
め
祝
賀
会
の
開
催
を
断
念
し
、

お
祝
い
の
記
念
品
の
配
布
を
行
い
、
以
降
同

様
の
記
念
品
配
布
事
業
を
継
続
し
、
本
年
度

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
記
念
品
は
、
自
治
会

員
、
会
員
外
共
に
、
同
一
の
記
念
品
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
、
二
〇
〇
名
と
な
り

記
念
品
の
配
布
と
喜
寿
の
御
祝
金
の
贈
呈
を

行
い
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
役
員
全
員
で
手
分
け
を
し
て
の
配
布
と
な

り
ま
す
が
、
面
談
を
兼

ね
た
配
布
で
お
元
気
な

お
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
大
変
有
意
義
な
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

絵

　画

　教

　室

　
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
他
の
子
と
同

じ
も
の
で
は
な
く
、

自
分
だ
け
の
絵
を
描

く
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
お
気
に
入
り
の

ポ
イ
ン
ト
や
形
・
色

に
注
意
し
な
が
ら
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し

た
。
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
良
い
も
の
が
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
尚
、
両
日
と
も
に
絵
画
指
導
の
お
手
伝
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
七
里
中
学
校
の
生

徒
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
八
月
十
九
日

は
中
学
三
年
生
が
四
名
、
二
十
日
は
二
年
生

が
四
名
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
美
術
部
の

生
徒
に
も
参
加
し
て
頂
い
た
の
で
、
小
学
生

は
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。　

　
　
　
　広
報
部

　一
場

　宣
俊

会
長

　大
塚

　章
二

　
当
自
治
会
で
は
、
九
月
上
旬
か
ら
四
七
八

名
の
対
象
者
（
一
人
の
場
合
Ａ
、
二
人
の
場

合
Ａ
・
Ｂ
、
非
会
員
の
場
合
Ｃ
）
に
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
と
三
種
類
に
分
け
た
敬
老
記
念
品
を
自
治

会
班
長
さ
ん
に
配
布
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
敬
老
会
は
九
月
の
敬
老
会
の
日
で

は
な
く
、
猛
暑
を
避
け
る
た
め
形
式
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
十
月
十
三
日
（
祝
）
に
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
敬
老
対
象
者
だ
け
で
な
く
一
般

の
会
員
も
参
加
し
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
も
大
切

で
は
な
い
か
と
思
い
、
タ
イ
ト
ル
も
「
ふ
れ

あ
い
敬
老
会
」
と
称
し
、
お
祝
い
と
併
せ
て

会
員
間
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
催
し
物
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
小
学

生
ま
で
の
少
年
空
手
団
に
演
技
を
披
露
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
気
合
の
こ
も
っ
た

動
き
に
皆
さ
ん
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
東
京
か
ら
中
央
大
学
和
太
鼓
Ｏ
Ｂ

の
人
達
に
来
て
も
ら
い
、
和
太
鼓
演
奏
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
演
出
等
も
あ
り
、
他
で
は
味
わ
え

な
い
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
参
加
者
全
員
が

感
動
し
た
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
催
し
物

が
終
わ
っ
て
か
ら
懇
親
会
も
行
い
、
皆
さ
ん

に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
頂
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
帰
り
に
は
全
員
に
紅
白
饅
頭
を
配
布
し
お

開
き
に
な
り
ま
し
た
。

敬
老
祝
賀
記
念
品
の
配
布
事
業

シ
ャ
ル
マ
ン
コ
ー
ポ
七
里
自
治
会

ふ
れ
あ
い
敬
老
会

東
宮
下
第
一
自
治
会

情
報
教
室

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
よ
う
」
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九
月
二
十
八
日
（
日
）

参
加
者
　
一
八
三
名

七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
加
茂
下
稔
先
生
と
門
下

生
に
よ
る
演
奏
会
が
、
七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
会
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
加
茂
下
先
生
が
中
高
校
時
代

に
作
曲
し
た
小
曲
集
も
披
露
さ
れ
、
先
生
の

ピ
ア
ノ
演
奏
に
奥
様
が
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド
歌
唱

し
ま
し
た
。

　
先
生
の
迫
力
あ
る
演
奏
で
、
参
加
者
か
ら

「
素
晴
ら
し
か
っ
た
・
素
敵
・
感
激
・
も
う

少
し
拡
大
し
て
聞
き
た
い
」
な
ど
沢
山
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※詳細は地区社協事務所まで◇　お　知　ら　せ　◇

　
七
里
地
区
の
皆
様
に
、
地
区
社
協
の
活
動
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
よ
り
良
い
情
報
を
よ
り
見
や
す
く
お
届

け
し
よ
う
と
、
広
報
紙
『
い
な
ほ
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
様
々
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
・

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
地
区
社
協
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
人
見

七
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

事
務
所

七
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

事
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所
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日

　時
　
十
二
月
七
日（
日
）

十
三
時
〜
十
五
時
三
十
分

場

　所
　
七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

内

　容
　
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
と
解
説

「
年
末
の
一
時
を
過
ご
す

名
曲
の
数
々
と
と
も
に
」

出
演
者
　
東
京
マ
ン
ド
リ
ン
宮
田
楽
団

※
参
加
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日

　時
　
十
二
月
二
十
六
日（
金
）

一
部
　
九
時
三
十
〜

十
一
時
三
十
分

二
部
　
十
三
時
〜
十
五
時

場

　所
　
七
里
公
民
館 

レ
ク
ホ
ー
ル

内

　容
　
冬
休
み
の
課
題

『
書
き
初
め
』作
品
制
作

小
三
〜
中
三
ま
で

持
ち
物
　
書
き
初
め
用
道
具
一
式

　
　
　
　
新
聞
紙
、用
紙
、上
履
き

子
ど
も
書
き
初
め
会

日

　時
　
十
一
月
九
日（
日
）

十
時
〜
十
二
時

場

　所
　
七
里
小
学
校
　
体
育
館

内

　容
　
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操

講

　師
　
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者

多
胡
　
肇
　
氏

福
祉
教
養
講
座「
健
康
体
操
」

　
七
里
地
区
社
協
で
は
、自
治
会
が

主
体
と
な
り
、情
報
交
換
や
見
守
り

の
一
助
と
な
る
活
動
に
対
し
て
、経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
住
民
が
気
軽
に
集
ま
り
、

交
流
を
深
め
る
場
を
立
ち
上
げ
て
く

だ
さ
い
。詳
し
く
は
、地
区
社
協
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
治
会
サ
ロ
ン
事
業
へ
の
助
成

　
一
時
的
に
車
椅
子
が
必
要
と
さ
れ

る
方
に
介
護
用
・
自
走
用
車
椅
子
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
に
な
り
た
い
方
は
、地
区

社
協
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

車
椅
子
貸
し
出
し

　
賛
助
会
費
は
、地
域
福
祉
活
動
を

進
め
て
い
く
上
で
最
も
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
人
で
も
多
く

の
方
に
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、地
区

社
協
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

　
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
昭
和
二
十
三
年
に
始
ま
り
、今
年

で
七
十
七
回
目
の
運
動
と
な
り
ま
す
。

『
つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ

く
り
』を
テ
ー
マ
に
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
や
災
害
等
で
浮
か
び
上
が
っ
た
社

会
課
題
の
解
決
を
目
的
と
す
る
事

業
に
積
極
的
に
支
援
さ
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 赤

い
羽
根・歳
末
助
け
合
い

共
同
募
金
協
力
の
お
願
い

令
和
七
年
度

さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

一
口
　
一
万
円

㈱
タ
ム
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
　
十
口

埼
玉
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
　
一
口

㈱
七
里
ハ
ウ
ジ
ン
グ
　
　
　
　
一
口

㈱
マ
ツ
ザ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
一
口

東
宮
下
団
地
自
治
会
有
志
　
六
口

特
別
賛
助
会
員

　
　
　
　
　
　
一
口
　
五
千
円

七
里
地
区
民
生
委
員
協
議
会
　
三
口

敬
寿
園
七
里
ホ
ー
ム
　
　
　
　
二
口

団
体
賛
助
会
員

　
　
　
　
　
　
一
口
　
千
円

鬼
塚
　
綾
子
　
　
　
　
　
　
　
三
口

中
道
　
由
美
子
　
　
　
　
　
　
二
口

個
人
賛
助
会
員

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
ト
ー
ク
・
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
＆
フ
ル
ー
ト
の
音
色

第
三
十
一
回

　七
里
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　「
加
茂
下
稔
と
仲
間
た
ち
」
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